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埼玉県て‘‘は、県民の生活圏の拡大や産業活動の円滑

化などに役立つようにするため、生活環境の1呆全と道

路交通の安全性を重視しながら、県内1時間道路網構

想をめざし、体系的に道路網の整備を行っております。

県道中瀬普済寺線は、深谷市中瀬を起点として、国

道17号線の深谷バイパスを横切り、国道17号線にいた

る県道てあります。

蛭川普済寺線とともに、岡部町から本庄市をとおり、

児玉にいたる、地域住民の生活に密着した道路て｀あり

ます。また、関越道の本庄 ・児王インターにアクセス

てきる県道て‘‘もあり、今後、一層重要性が高まってく

ると考えられる県道て‘‘あります。

道路建設予定地には遺跡の存在が知られており、こ

れら埋蔵文化財の取り扱いについては、関係各機関が

慎重に協議を重ねてまいりました。その結果、どうし

ても避けることのてきない遺跡については、当事業団

が発掘調査を行い、記録保存の措置をとることになり

ました。

埼玉県の北部に位置する岡部町は、重要文化財の緑

釉手付井瓦灰釉瓶を出土した西浦北遺跡や和同開称を

出土した内出遺跡など多くの遺跡が所在しております。

さらに近年て‘‘は郡術関連施設として著名になった県指

定史跡て‘あります中宿古代倉庫群跡など、古くから先

人の足跡が認められ、数多くの文化遺産を残しており

ます。このたび発掘調査を実施した菅原遺跡も著名な

岡部六弥太忠澄墓の脇をとおっております。

この菅原遺跡からは、県内て‘‘は検出例の少ない古代

の製鉄・鋳造関連の大量の遺物が発見されました。ま

た、中世の土堀墓群が発見され、この地域が鎌倉時代

からの館を中心として室町時代にわたり繁栄した地域

の一つてあったことも明らかにすることがてきました。

これらの成果をまとめた本書が埋蔵文化財の保護、

学術研究の基礎資料として、また埋蔵文化財の普及 ・

啓発及び教育機関の参考資料として広く活用いただけ

れば幸いて‘‘す。

刊行にあたり、発掘調査に関する諸調整に御尽力を

いただいた埼］旦晨教育局生涯学習部文化財保護課をは

じめ、発掘調査から報告書刊行に至るまて御協力をい

ただいた埼玉県土木部道路建設課、熊谷土木事務所及

び岡部町教育委員会並びに地元関係者各位に深く感謝

申し上げます。

平成8年3月

財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

理 事 長荒井 桂
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ー 本書は下記の遺跡の発掘調査報告書て‘‘ある。

遺跡名：菅原遺跡 (SGWR) 

所在地：埼玉県岡部町大字普済寺字菅原783

文化庁指示通知

平成3年7月4日付け

文化庁指示通知

平成4年6月10日付け

教育長通知

平成6年5月31日付け
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委保第5の964号

委保第5の643号

教文第2の34号

遺跡コード番号 ：63-001

発掘調査は県道飯中瀬普済寺線建設事業に伴う事

前調査て‘あり、埼玉県教育局生涯学習部文化財保護

課が調整し、埼玉県土木部道路建設課の委託により、

埼玉県埋蔵文化財調査事業団が実施した。

発掘調査は当事業団の今井宏、浅野春樹、鈴木孝之、

西井幸雄、大屋道則、上野真由美が担当して、平成

3年4月1日から平成 6年11月3OHまて断続的に

実施した。

整理報告書作成作業は大屋道則が担当し、平成7

年4月1日から平成8年3月31日まて行った。
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遺跡の基準点測量と航空写真は朝日航洋株式会社

に、製鉄 ・鋳造関連遺物の科学分析は川鉄テクノ

リサーチに、人骨の分析は聖マリアンナ医科大学の

森本岩太郎に委託した。

写真は発掘調査時の撮影を各発掘担当者が行い、

遺物の撮影を新屋雅明、大屋、菊池久が行った。

出土品の整理および図版の作成は、新屋、大屋が

行った。

本書の執筆は、 I -1を埼玉県生涯学習部文化財

保護課が、縄文時代の土器を新屋が、石器の一部を

上野真由美が、土偶を浜野美代子が、埴輪を大谷徹

が、 その他を大屋が行った。
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本書の編集は、資料部資料整理第1課の大屋が行

った。
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本書にかかる資料は平成8年度以降県立埋蔵文化

財センターが1栄管する。

本書の作成にあたり下記の方々から御教示、御協

力を賜った（敬称略）。

大塚達朗、鈴木徳雄、鳥羽政之、早坂広人、

平田重之、堀日万吉 （敬称略 五十音順）



凡例

1 X・Y座標による表示は、国家標準直角座標第IX

系に基づく座標値を示し、方位は全て座標北を表す。

2 縮尺は原則として以下のとおりてある。

全測図 1 : 300 

遺構名称図 1 : 150 

住居 1 : 60 

土渡 1 : 60 

井戸跡 1 : 60 

溝跡 1 : 100 

縄文土器実測図

拓影図

1 : 4 

1 : 3 

石器実測図 1 : 3 

その他の土器実測図 1 : 4 

製鉄・鋳造関連遺物 1 : 2、1: 3 

石 器 2 : 3、1: 3 

古 銭 1 : 1 

3 全測図等に示す遺構の略号は以下のとおりてある。

土城 SK

溝 SD

住居 SJ

井戸 SE

ヒ°ット P 
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1発掘調査の概要

1.調査に至る経過
埼玉県は、 「環境優先•生活重視」、そして「埼玉の新

しい 92 （くに）づくり」を基本理念として、豊かな

彩の国づくりを推進するため様々な施策を講じている。

県民の生活環境の1呆全と道路交通の安全性を重視し

生活圏の拡大への対応、高度化する産業活動の円滑化

などを図るための道路網の整備はその一環として展開

されている。

県教育局生涯学習部文化財保護課ては、こうした開

発事業と文化財の保護について迅速に対応するため、

関係各部局、機関と定期的な調整会議のはか、日頃協

議を重ね調整を図ってきたところて‘‘ある。

平成2年度に県土木部道路建設課から岡部町菅原地

内に計画された県道中瀬・普済寺線建設工事予定地に

おける埋蔵文イ訊オの所在及び取扱いについて照会があ

った。

工事予定地は周知の埋蔵文化財包蔵地 「菅原遺跡」

（遺跡No.63-001)内にあり、同年町教育委員会が実施

した隣接する地区の町道改良工事に伴う発掘調査て‘‘、

縄文時代及び中世の遺構などが検出され、照会があっ

た工事予定地にも遺構が所在することが明らかてある

と考えられたため、下記の旨回答した。

1 工事予定地は周知の埋蔵文化財包蔵地 「菅原遺

跡」が所在する。

2 工事計画上、やむを得ず現状を変更する場合は

文化財保護法の規定による手続きをとり、事前に

記録保存のための発掘調査を実施すること。

その後の協議て｀は、工事計画の変更が不可能て‘‘ある

と判断されたため、平成3年度に発掘調査を実施する

こととなった。

発掘調査の時期については財団法人埼玉県埋蔵文化

財調査事業団、道路建設課、文化財保護課の三者て調

整し、平成3年4月から 6箇月の予定て‘‘着手すること

とし、道路建設課において調査に要する経費が予算措

置された。

平成3年度の発掘調査は用地買収が終了した遺跡北

側を対象とし、南側は用地買収をまって平成4、6年

度に継続して調査を実施した。

文化財保護法第57条3項の規定による埋蔵文化財

発揺通知が平成 3年 5月8日付け道建第65号て‘‘埼玉

県知事から提出され、平成3年5月18日付け教文第

3 -12号て発掘調査実施についての通知を行った。

文化財保護法第57条の規定による発掘調査届が財

団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団理事長から平成3

年3月30日付け財埋文第970号て‘‘提出された。届出に

対し文化庁長官から平成3年7月4日付け委保第5の

964号て指示通知があった。

平成4、5年度の発掘調査届及び文化庁長官、県教

育委員会教育長からの通知は下記のとおりてある。

平成4年3月31日付け財埋文第941号

平成4年6月10日付け委保第5の643号

平成6年5月16日付け財埋文第149号

平成6年5月31日付け教文第2-34号

（文化財保護課）
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2.発掘調査・報告書作成の経過
平成3年度（平成3年4月1日～ 4年1月318)

平成3年度は、第 I区、 II区を調査した。

4月には準備を行い、 5月から現場事務所を開設し、

重機による表土剥ぎなどを行った。

当初、縄文中期と古墳時代から奈良•平安時代の集

落の検出を予想していたが、表上剥ぎの結果、縄文時

代以外にも、中世の墓壊群を含む遺跡てあることがわ

かった。さらに、谷部に堆積していた土砂の中から鉄

滓が検出されるに至って、古代の製鉄関連遺跡て‘‘ある

事もわかった。

6月には、墓壊群の調査の進展にともない、いくつ

かの墓城の中から、人骨が比較的良好な状態て‘検出さ

れた。これらの人骨に関しては精査を行い、聖マリア

ンナ朕科大学の森本岩太郎氏に分析を委託した。

その他の墓塘群については、切り合い関係を見極め

ながら調査を行った。

8月には、谷部の鉄滓の包含層の確認調査が進展し、

これによって、谷部には膨大な量の鉄滓が埋没してお

り、その中には鋳型や羽口などの製鉄・鋳造関連遺物

も多量：に含まれている事がわかった。

そして検討の結果、鉄滓の包含層が認められる谷部

に1m小グリッドを設定し、このグリッド単位て層序

を記載し、鉄滓などの遺物を取り上げる事とした。

11月には、古代から中世にかけての遺構の調査が終

了し、これにともなって、縄文中期の1主居跡の調査を

行い、 1月に終了した。

平成4年度（平成4年4月18~5年1月318)

平成4年度は、 4月に準備を行い、 5月から現場事

務所を開設し重機による表土剥ぎなどを行った。

当初の予定どおり、縄文中期の集落と、中世の墓壊

群が検出された。当初は、本年度内に県道予定地内の

残りの全ての地点(III~VII区）の調査を行うはずてあ

ったが、買収などの事清により、第IV・ VI区の 2地点

の調査を先行して行う事となった。

6月からIV区の中世墓墟群の調査を行い、多数の墓

壊を確認したが、 II区て‘認められたような人骨の出土

はなかった。

10月には縄文時代の遺構の調査を開始した。調査は

順調に進展し、 11月に終了した。

12月からは、 VI区の確認を行った。 VI区は中近世の

溝を中心とした遺跡て‘、あり、 IV区のような中世墓城群

とは性格を異にしていた。 VI区の北端ては、やや規模

の大きい溝状の遺構が確認され、周辺の状況から館跡

の堀の可能性が指摘された。

これについて検討の結果、大溝のなかてVI区の調査

区内にかかっているのは南側半分てあり、北側半分は

未買収地に続いており、半分を残して大溝を調査する

事には危険が伴うため、次回のV区の調査時に、北側

半分の買収を待って、調査を行う事となった。

溝や土塘、ヒ°ット等の調査は順調に進み、 1月に終

了した。

平成6年度（平成6年6月1日～11月30日）

平成6年度は、 III区、 V区、 VII区を対象とした。

6月に準備を行い、 7月から現場事務所を開設し、

重機による表土剥ぎなどを行った。

7月からIII区の調査を開始した。住居跡や土壊、地

下式壊が検出て‘きた。調査は順調に進展し、 9月に終

了した。

続いて10月からはV区の調査を開始した。土墟や溝

や堀が検出てきた。調査は順調に進展し、 10月に終了

した。

続いて11月からはVII区の調査を開始した。溝や井戸

が検出てきた。調査は順調に進展し、 11月に終了し

た。

平成7年度（平成7年4月1日～ 8年3月31日）

平成7年度は、全体の整理作業を行った。

4~ 7月には接合・図面整理を行い、 7~9月に実

測と第二原図作成の作成を行い、 10~11月に復元・ト

レースを行った。

11月には原稿の執筆を開始し、 12月から写真の撮影

を開始し、 1月に入札を行い、 2月に校正を行い 3月

に報告書を刊行した。
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3.発掘調査・整理・報告書作成の組織
主体者財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

(1) 発掘調査（平成3年度） (3) 発掘調査（平成6年度）

理事長 荒井修二 理事長 荒井桂

副理事長 早川智明 副理事長 富田真也

常務理事兼 専務理事 栃原嗣雄

管理部長 倉持悦夫 常務理事兼

理事兼 管理部長 加藤敏昭

調査部長 栗原文蔵 理事兼調査部長 小川良祐

管理部 管理部

庶務課長 高田弘義 庶務課長 及川孝之

主査 松本晋 主査 市川有三

主事 長滝美智子 主事 長滝美智子

経理課長 関野栄一 主事 菊池久

主任 江田和美 専門調査員兼

主事 福田昭美 経理課長 関野栄一

主事 腰塚雄二 主任 江田和美

主事 菊池久 主事 福田昭美

調査部 主事 腰塚雄二

調査部副部長 梅沢太久夫 調査部

調査第三課長 宮崎朝雄 調査部副部長 高橋一夫

主任調査員 今井宏 調査第一課長 大和修

主任調査員 鈴木孝之 主任調査員 浅野晴樹

調査員 大屋道則 調査員 上野真由美

(2) 発掘調査（平成 4年度） (4) 整理事業（平成 7年度）

理事長 荒井修二 理事長 荒井桂

副理事長 早川智明 副理事長 富田真也

常務理事兼 専務理事 吉川國男

管理部長 倉持悦夫 常務理事兼

理事兼調査部長 栗原文蔵 管理部長 新井秀直

管理部 理事兼調査部長 小川良祐

庶務課長 萩原和夫 管理部

主査 贄田清 主務課長 及川孝之

主事 菊池久 主査 市川有三

経理課長 関野栄一 主任 長滝美智子

主任 江田和美 主事 菊池久

主事 福田昭美 専門調査員兼

主事 腰塚雄二 経理課長 関野栄一

調査部 主任 江田和美

調査部副部長 梅沢太久夫 主任 福田昭芙

調査第三課長 鈴木敏昭 主任 腰塚雄二

主任調査員 西井幸雄 資料部

調査員 大屋道則 資料部長 塩野博

主幹兼
資料部副部長兼

資料整理第一課長谷井彪

調査員 大屋道則

-3-



II立地と珊境
菅原遺跡は岡部町の北東部、JR岡部駅の北東約2

kmに位置している。

岡部町は、地形的に大きく 4つに大別して考える事

が出来る（烏羽1987他）。

第1にあげられるのは、美里町から岡部町にかけて

つながる、志戸川、小山川によって開析された沖積地

てある。

第2は、荒川による古い扇状地が、中小河川によっ

て侵食された、櫛挽台地てある。

第3は、利根川によって作られた大規模な沖積低地

て、町の北側に所在している。前述した櫛挽台地とは、

その大部分が崖線て‘‘接している。

第4は、洪積地形が侵食されて残丘となって残った、

山崎山丘陵てある。

今回報告する菅原遺跡は、前述した櫛引台地末端の、

妻沼低地を見おろす場所に位置している。

岡部町には多くの遺跡力苅御忍されている（烏羽1987他）。

縄文時代前期ては、西浦北遺跡て‘関山期の住居跡が

検出されている他、東光寺裏遺跡、茶臼山遺跡などて‘‘

諸磯期のまとまった資料が検出されている。

縄文時代中期て｀は、水窪遺跡などて‘‘多くの住居跡が

検出されている。

縄文時代後晩期については、原ヶ谷戸遺跡等の台地

末端周辺部から資料が検出されている。

奈良•平安時代については、岡部町内にはおびただ

しい数の遺跡が認められる。

和同開称を出土した内出遺跡、重要文化財の緑釉手

付井瓦灰釉瓶を出土した西浦北遺跡、熊野遺跡、六反

田遺跡をはじめとして、近年ては県指定の中宿古代倉

庫群など、地域の中心として位置づけられるような遺

跡が調査中のものも含めて、多数見つかっている。

西浦北遺跡て‘は、製鉄跡が検出されており、菅原遺

跡との関係が注目される。

中世ては、西龍ヶ谷遺跡、熊野遺跡などから館跡や

火葬墓などが検出されている。

このような遺跡群の中に位置する菅原遺跡の調裔につ

いては、多くの興味深い問題をあげることがてきる。

埼玉県北部の縄文時代中期遺跡て‘‘は、今回の調査に

よって明らかになった台地上のやや規模の大きな集落

跡てある菅原遺跡と同様に、沖積台地上の大規模な集

第 1図埼玉県の地形

I、
一

区量冒 D □ 
山地 凹地丘陵 台地低地 0 20km -—l- l -—, 1 
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第 2図周辺の遺跡

1菅原遺跡 2稲荷塚古墳 3蛇喰古埴 8白山遺跡 9上宿遺跡 I 1四十坂遺

跡 12寅稲荷山古墳 13四十坂南遺跡 14浅間神社古墳 17熊野遺跡 18お手長

山古填 21下道南遺跡 40水窪遺跡 94岡の五輪搭 97岡部六弥太墓 100榛沢六

郎成清供養塔 101 四十塚古墳群•岡部城跡 114中南遺跡 12]黒田敷前守陣屋跡

122岡部条理遺跡 123砂田前遺跡 124滝下遺跡 127岡遺跡 129岡部六弥人館跡

落跡として古井戸・将監塚遺跡をあげることがて‘‘きる。

これらの遺跡に対して、南西側に位置する丘陵上の

遺跡との、立地の違いによる遺跡内容の差異が注目さ

れる。特にその立地環境の違いが、生業などの成立基

盤そのものに直接的に関わっていることから、今後の

遺跡内容の検討は興味深い。

縄文時代後晩期については、当該地域ての該当資料

は少ないが、中小河川流域ての活動の展開や、低地へ

の進出など、今後検討すべき課題は多い。

7世紀後半から 8世紀以降の時期については、菅原

遺跡の北西部の台地上に、内出遺跡、熊野遺跡、中宿

遺跡等の郡街関連の遺跡群が展開しており、さらに日

前の妻沼低地には条里が認められることから、このよ

うな律令期の、地域の拠点としての当該地域の位置と、

これに基づいて律令期からしばらく続いたてあろう、

有形・無形の様々な規制・統制、さらにこれらの枠組

みの弛緩によって生じる、土地に対する占有・私有化

の進行や、郡街関連の勢力のその後の動向などを考え

る際に、菅原遺跡の調査から予想される、 10世紀代の

大規模な製鉄・鋳造事業とこれを操業した集団、さら

にはこれを招致した在地の勢力などを検討する事が必

要となる。

このような問題は、ひいてはII区SD-6、V区

SD-5などから予想される中世の館や、これと関連す

ると考えられる岡部氏の成立の問題などにもつながっ

てくると思われ、また、館の廃絶と館跡の荒廃、そし

て墓地化など、近代以前の土地に対する意識の累積と

その漸次的な変遷など、検討すべき課題は多い。

中世以降については、菅原遺跡周辺ては、現国道17

号付近を通っていたと考えられる中山道があり、 VII区

て検出された地割りは、この街道との関係て‘‘捉えられ

るものて‘あろう。
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Ill遺跡の概要
菅原遺跡は、縄文時代から中世にいたる幅広い時期

の遺構が重複した複合遺跡て‘‘あり、以下にその概要を

述べる。

縄文時代前期については、検出て‘きた明瞭な遺構は

土壊1基て‘あり、諸磯C式土器が出土した。他に中世

とした土塘の中にも、縄文時代前期の上壊が含まれて

いる可能性がある。

縄文時代中期については、 1主居跡が1蒲干、土城が30

疇出て‘‘きた。 1繹跡は、 I区からIV区にかけて広い

範囲から検出され、中央のIII区て‘‘やや散漫となってい

たのて‘、全体としては環状を呈している可能性がある。

縄文時代後晩期については、土器・石器・土製品が

多少出土した程度て‘ヽ、明瞭な遺構は検出てきなかった。

この時期の遺構については、櫛引台地の上よりも、む

しろ妻沼低地の台地寄りに、分布している可能性が高

し‘o

古代の遺構は、 1む吾跡が6軒、製鉄炉跡が1基検出

てきた。遺構以外には、 II区の谷部から膨大な量の鉄

滓が検出された。この鉄滓の包含層の中には、鋳型や

羽口等の製鉄・鋳造関連遺物が多量に含まれていた。

住居跡は製鉄作業との関連が考えられたが、遺物から

の傍証はて‘‘きなかった。製鉄作業自体の中心的な遺構

は、今回の調査区にはかかっておらず、東西のいずれ

かに所在すると考えられる。

中世の遺構は、上堀が458基、火葬墓が1基、井戸が

1暉、溝が26条検出てきた。この中て‘‘II区の6号溝や

V区の5号溝などは、館の堀の可能性が高い。

また、 III区の表土やIV区の井戸からは瓦も検出され

ており、館や岡部六弥太墓との関連が注目される。

検出された大量の土壊は、そのほとんどが墓堀て‘、あ

り、館の廃絶後に、その敷地内が墓地となった事が想

定される。これらの土塘の中には、人骨の良好に遺存

しているものが1但店認められた。

中世以降ては、 VII区の溝が、中山道との関連て‘捉え

られる区画と考え られる。

第 3図遺跡位置図
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IV 遺構と遺物
第 l区の概要

第I区は、平成3年度に調査を行った。

I区は、調査区の最北端て‘‘、

落ち際に位置していた。

台地が低地に落ち込む

調裔区の北半分は、表土の流出が進行しており、更

に湧水や攪乱によって遺構は不明瞭てあった。

検出した遺構と遺物

検出した遺構は、住居跡1軒、溝3条、土堀6基て‘‘

あった。

縄文時代の遺構と遺物

住居跡

1軒検出て‘‘きた。

第4図 第 1区全測図

縄文時代の住居跡は、

第 1号住居跡（第5図）
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第1号住居跡はF-25グリッドから検出した。東側

1/3は調査区外にかかり、 一部分は排水溝によって攪

乱され、北側と東側が攪乱を受けていた。

遺構の残存状態は、東側て‘‘は比較的良好て‘あったが、

西側て‘は、表土の流出によって形態が不明瞭て‘‘あった。

深さは30c而到変て‘ヽ、東側の残存部分からは、周溝を

検出した。周溝は壁から10~30cmf財変離れて作られて

いた。1打吾跡の中央付近には焼土があり、炉址の痕跡

と考えられた。遺物は検出て‘‘きなかった。

土壊（第7図）

縄文時代の土墟は、

第 5図

1基検出てきた。
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第1号土堀

第1号土堀は、 D-26グリッドから検出した。円形

第 6図 第 1~3号溝跡

SD 1 

て‘‘、集石を伴っていた。遺物は検出て‘‘きなかった。

中世から近世・近代の遺構と遺物

明確な出土遺物は伴わないものの、溝と上壊の大部

分は、中世に該当すると考えられる。 と3870 上

冒

土 38.70 上

冒言

溝（第6図）

3本検出てきた。溝は、

第1号溝

第1号溝は、 E-25グリッドからはじまり、 D-26

グリッド付近て‘‘攪乱をうけ、同グリッドて東に曲がり、

調査区外に至っていた。断面形態は、緩やかなU字状

を呈しており、深さは、 30c頑尉変てあった。

第2号溝

第2号溝は、 E-26グリッドからはじまり、 E-25

グリッドて攪乱によって消滅していた。断面形態はU

字状て、、深さはこミく浅く、 10~20c呻尉変て‘‘あった。

第3号溝

第3号溝は、 F-25グリッドから検出した。 E-25

グリッドては攪乱によって消滅し、

調査区外に至っていた。断面形態は、

は10c頑尉変てあった。

土堀（第7図）

中世から近世に該当すると考えられる土横は、

検出て‘‘きた。

第2号土壊

第2号土塘は、

は、隅丸方形てあった。

第3号土壊

第 7図 第 1~6号土塙
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F~25グリッドから検出した。形態

は、円形てあった。

土堀の北東側1/3は、攪乱を受けていた。

第4号土堀

F-25グリッドから検出した。形態

は、方形てあった。

第5号土壊

第5号土壊は、 F-25グリッドから検出した。形態

は、円形てあった。

第6号土堀

第6号土墟は、
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F-25グリッドから検出した。形態

は、楕円形て‘‘あった。

各土描からは、遺物は検出て‘きなかった。

グリッド取り上げの遺構と遺物

鋳型が小数検出されたが、後節に一括して記載した。
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第II区の概要

第II区は、平成4年度に調査を行った。

縄文時代中期の1打吾跡は、調査区全体に分布してお

り、特定の集中は認められなかった。

II区は、 I区と農業用通路一本て‘‘隔てられた南側に

位置していた。

I区と異なり、緩やかな北向きの斜面て‘あり、攪乱

をあまり受けておらず遺構の遺存状況は良好て‘‘あった。

検出した遺構と遣物

検出した遺構は、溝跡5条、土壊135基、製鉄炉跡1

基、縄文時代の住居跡10軒、古代以降の住居跡6軒、

地下式横2基、井戸跡6基、火葬墓跡1基、道路状遺

調杏区内には中世の土壊が多数あり、 これらによる

唸叡3̀̀、、̀
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第 8図
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第 9図 第 II区遺構名称図(I)
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第10図第 II区遺構名称図(2)
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地山の攪乱力噂fしいために、縄文時代の住居跡の確認

は非常に困難てあった。

また、縄文時代の住居跡覆土はローム質て‘あり、地

山のローム層と近似していた。

古代以降の住居跡も縄文時代の住居跡同様に調査区

全体に分布していた。

上城については、 SK-20、91が覆土の状況や出上遺

物から、縄文時代のものて‘‘あると考えられたが、他の

中泄とした土壊の中にも、縄文時代の土壊がいくらか

混入していると考えられる。

中世の土堀は、多数検出て‘‘きたが、調査区の中央付

近が最も分布密度が高く、調査区北側て‘‘は、分布密度

が低くなっていた。

調査区の南側て‘、も分布密度は低くなっていたが、注

目される事として調査区南端に地下式堀があり、この

地下式壊付近て‘の、土堀分布密度の低下があげられる。

第1号地下式塘は土横と切りあっていたが、第2号

地下式壊は、その周辺部分だけ土壊が存在していなか

った。土城と地下式堀の使用年代が近いことが原因と

考えられる。

道路状遺構は、調査区の中央付近て検出てき、調査

区と直行していた。火山灰の堆積状況と、陸軍迅速図

等の資料から、近代まて使用されていたと考えられる。

掘立柱建物跡は、 3棟検出したが、ピットの分布か

ら想定すると、 3棟以上存在している可能性も考えら

れる。

火葬墓は、調査区の中央やや南側から検出した。火

葬墓の中からは、棺の止め金や副葬品の飾り金具など

が出土したが、年代については、明らかにする事が出

来なかった。

井戸跡は6基検出て‘‘きたが、調査区の中央から北側

に集中し、士堀と重複しているものが、多く認められ

た。

遺物は、縄文時代の土器と石器、中世の土器、陶磁

器と砥石などが検出て‘‘きた。

また、調査区北側の谷部包含層からは、大量の鉄滓

を中心として、容器鋳型、獣脚鋳型、角柱状鋳型、羽

ロ、溶壁、 トリベなどの古代の製鉄関連遺物が大址に

検出て‘‘きた。

特筆される事として、中世土壊の中の1閲駐Pらは、

遺存状態が良好て‘ヽ、埋葬時の姿勢のわかる人骨が検出

てきた。
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縄文時代の遺構と遺物

住居跡

縄文時代の住居跡は、 10軒検出てきた。

これらの住居跡の分布域は、そのほとんどが後世の

墓域と重複しており、従って、縄文時代の住居跡の大

半は、中世の土堀によって著しい攪乱を受けていた。

このために、住居跡の平面形態や床面は必ずしも明

瞭てはなく、さらに遺物も帰属関係がやや不明瞭て‘あ

った。

第 1号住居跡（第11図）

第1号1担吾跡は、 0-22グリッドから検出した。

1繹跡は、北側て‘‘はSJ-4と隣接し、北西側て‘‘、ヒ°

ットと重複していた。

第11図第 1号住居跡
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50cm言言：［口皇
S J -l 
1 黒色土 21IllilL粒少含砂質
2 黒色土 21IlnL粒少含砂質

3 茶褐色土 2~5皿 L粒少含砂質
4 茶褐色土 2~5llllilL粒多含
5 黄褐色土 L主体 HL粒51Il]Il前後少含 やや固締

6 黄褐色土 L主体 HL多含 やや固締
7 茶褐色土 SL粒・ 10llllilHL多含 C少含 弱粘性

8 黄褐色士 SL粒多含 砂質
9 黄褐色土 SL主体粘性
10 黄褐色土 SL主体弱粘性
11 黄褐色土 201IllilHL多含

A
-

平面形態は、径2.5m程度の円形を呈しており、確認

面から床面まての深さは20c吋到変て‘‘あった。

床面の確認状況は、やや不明瞭て‘、あった。

壁溝は確認て‘きなかったが、炉跡には胴下半部を欠

失した第12図1の上器が埋め込まれていた。

各ピットの深さは、 P1 =20cm、P2=10cm、P3=

25cm、P4 =60cm、P5 =25cm、P6 =35cmて‘‘あっ

た。

第 1号住居跡出土土器（第12図）

1はキャリパー形深鉢形土器てある。口縁部に区画

文を配し、胴部に磨消縄文帯が垂下する。口縁部には

幅の広い沈線文て文様が施されている。縄文はRLて‘‘

ある。日縁部の 1/2が残存する。全体の 1/3が残

存する。

2 ~4 • 6 • 7はキャリパー形深鉢形土器の口縁部

てある。 2• 3 • 7は口縁部区画文を有する。 4• 6 

は横位に巡る沈線下に縄文を施す。 2、4、6の縄文

はRLてある。

5は外傾する無文の口縁部を有する深鉢形土器てあ

る。

8 • 9はキャリパー形深鉢形土器の口縁部から胴部

にかけての土器てある。縄文はRLてある。同一個体

てある。

10~17はキャリパー形深鉢形土器の胴部て‘ある。 10

は隆帯と沈線文、 11~16は縄文帯が垂下する。縄文は

12が無節L、11・13~16がRLてある。

18 • 19は櫛歯状工具による条線を施す。

第1号住居跡出土土器は加曽利EIII式古段階の所産

てある。

第1号住居跡出土石器（第13図）

l ~ 3は打製石斧て‘あった。

1は短冊形て‘ヽ、石材はフォルンフェルスて、風化が

著しかった。

2は短冊形て‘刃部は直刃、自然面を大きく残してい

た。石材は砂岩て‘‘あった。

3は分銅形て‘、刃部、基部ともに欠損していた。石

材はフォルンフェルスて‘‘、風化力澤fしかった。
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第12図 第 1号住居跡出土遺物(I)
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第13図 第 1号住居跡出土遺物(2)
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第14図第4号住居跡
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1 暗茶褐色土
2 明茶褐色土
3 黒褐色土
4 黄茶褐色土

5 黄褐色士
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7 茶褐色土
8 茶褐色土
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SL少含砂質
SL 2~1OIIllilHL多含砂質強
SL 2~10皿 HL多含砂質強
火山灰 SL少含 やや固締

第15図 第4号住居跡出土遺物

第4号住居跡（第14図）

第4号住居跡は、 0-21、22グリッドから

検出した。

1認跡は耕作によって覆土が消失し、立ち

上がりは不明瞭てあった。

疇跡には、ピットが重複していた。

形態は径3.5~4m程度の円形を呈していた。

壁内側の13本のピットについては、全てが

1主居跡に伴うものか明らかにてきなかった。

床面の確認状況は、やや不明瞭てあった。

壁溝と炉址は確認て‘‘きなかった。

各ピットの深さは、 P1 =40cm、P2 =55 

cm、P3 =35cm、P4 =55cm、P5 =20cm、

P 6 =35cm、P7 =50cm、P8 =70cm、P9=

60cm、P10=25cm、P11=40cm、P12=55
2m 

cm、P13=35cmてあった。

第4号住居跡出土土器（第15図）

1はキャリパー形深鉢形土器の胴部破片て‘‘、

沈線による縦位の区画が見られる。 2は縄文

のみの破片てある。縄文は 1がRL、2がL

Rてある。 3は無文の浅鉢形土器て‘‘ある。残

存度は1/6以下てある。

口□□／口／
10cm 10cm 
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第16図第6号住居跡
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第 6号住居跡（第16図）

第6号住居跡は、 M-22グリッドを中心として

検出した。

住居跡の西側一部は、調査区の境界にかかり完

掘て‘‘きなかった。

1主居跡は、南側てはSK-101、166及びピット

と、北側て‘‘はSK-154、ヒ°ットと重複していた。

平面形態は径3.5m程度の円形を呈しており、確

認面から床面まての深さは10~20cm程度て‘‘あった。

床面の確認状況は、やや不明瞭て‘あった。

焼土は部分的に薄く認められたが、炉址は確認

てきなかった。

壁溝も検出て‘‘きなかった。

各ピットの深さは、 P1 =35cm、P2 =20cmて‘‘

あった。

第 6号住居跡出土土器（第17、|8図）

第6号住居跡出土土器は加曽利EIII式（第17図

1、第18図13~29)とこれより古い土器（第18図1

~ 9)が混在している。

第17図1は両耳壺てある。口辺部の一部と把手

部分の破片が残存している。胴部て強く張り、無

文の日縁部が緩やかに外反している。胴部との境、

第17図 第6号住居跡出土遺物(I)

10cm 
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第18図 第 6号住居跡出土遺物(2)
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および把手の下端と連結して弧状に隆帯を施す。縄文

はRLて‘‘、主として区画内は横位に、それ以外は縦位

に施文する。

第18図1、2は連弧文系の土器て‘ある。 1は日縁部

に2段に剌突文、 2は胴部に交互剌突文が認められる。

2の地文は条線文て‘ある。 3は地文に条線文を施す。

第18図4~7は胴部が張り、無文の外傾する口縁部

を有する深鉢形土器てある。 4、5には括れ部に交互

剌突文が施される。 6~7は胴部の破片て‘‘隆帯と沈線

により曲線的なモチーフが施される。地文は撚糸のL

てある。

第18図8~12はキャリパー形深鉢形士器の胴部破

片て` ある。 8は隆帯と条線が垂下する。 9は隆帯と R

Lの縄文を施す。 9~12は磨消縄文を施す。縄文はR

Lてある。

第18図13はキャリパー形深鉢形土器の口縁部て‘あ

る。波状部の破片て楕円の口縁部区画文が見られる。

縄文はRLてある。

第18図14、15は胴部が張り、無文の外傾する口縁部

を有する深鉢形士器て‘‘ある。 15は括れ部近くの破片

て‘ヽ、矢羽根状の沈線文が見られる。隆帯と沈線文によ

り、唐草状のモチーフが施される。

第18図16~18は無文の浅鉢形土器てある。 16、17は

口縁部に稜を施す。

第19図19~25は胴部中位て括れ、体部に磨消縄文を

施す土器てある。 19~24は平口縁の深鉢形土器て‘‘ある。

19、20は同一個体て‘RLの縄文を施す。21~24は口縁

部の無文部を横位の沈線文て区切っている。 21、23、

24はRL、22はLRの縄文を施す。 23、24は同一個体

てある。 25は波状日縁の土器て‘‘、縄文はRLRて‘‘ある。

第18図26~28は胴部が括れる深鉢形土器てある。 26

は波状口縁の上器て‘‘、口縁部、モチーフを隆帯て｀区画

する。 27は沈線て‘‘モチーフを区画する。縄文は無節L

てある。 28は隆帯て文様を区画する。縄文はRL。

第18図29は底部から口縁部へ丸みをもって推移す

る単純な形態の深鉢形土器て‘‘ある。口縁部の無文部を

横位の隆帯て‘区画する。縄文はRLてある。

第10号住居跡（第19図）

第10号住居跡は、 K-22,23グリッドを中心として

検出した。

1主居跡の西側は、調査区の境界にかかり完掘てきな

かった。

住居跡は、北側てはSK-120と重複していた。

平面形態は、径3.5m程度の円形を呈しており、確認

面から床面まて‘の深さは2~3c而固変て‘あり、緩やか

な窪みにすぎなかった。

床面の確認状況は、やや明瞭て‘あった。

壁溝は確認て‘‘きなかったが、炉址は2基確認て` きた。

このことから、第10号1主居跡は、 2軒の住居跡の重複

てあると考えられた。

1号炉は土器が埋め込まれ、そのまわりに半分程度

埋め込まれた石囲いが行われていた。

2号炉も同様に土器が埋め込まれていたが、石囲い

は検出てきなかった。出土土器から、炉1が炉2より

も古いと考えられたが、 2つの炉跡にそれぞれ伴う柱

穴については明らかに出米なかった。

第10号住居跡出土土器（第20図）

当住居跡は2軒の重複と考えられ、出土土器も勝坂

期の土器と加曽利E式期の土器群が認められる。

1は炉2の炉体土器てある。深鉢形土器の底部てあ

り、縦位に削り痕が見られる。加曽利E式てあろう。

2 ~ 6は阿玉台式、勝坂式て‘ある。

2はY字状に隆帯を垂下させる。隆帯には指頭によ

る＜ぱみを施す。隆帯に沿って、 2列の角押文を施す。

雲母を含む。 3は張り出した口縁部文様の部位を橋状

につくる。隆帯上に爪形文が施される。 4は刻みのあ

る隆帯や沈線に沿って、爪形文を施す。 5は無節のL

を縦位に施す。炉1の中から出土している。 6は沈線

文により区画する。縄文はRLてある。

7 ~11は加曽利E式てある。

7はキャリパー形深鉢形土器の口縁部て｀ある。 8は

口縁部に 1条沈線を巡らせる。縄文はRLて‘‘ある。 9、

10は口縁部に微隆帯を巡らせる。 11は両耳壺の把手部

分の破片てある。無節Lを施す。
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第19図第10号住居跡
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第14号住居跡（第21図）

第14号住居跡は、 M-22グリッドを中心として検出

した。

1主居跡の西側は、調査区の境界にかかり完掘て‘きな

かった。

住居跡は、東側て‘‘はSK-41、164、165、74と、西

側て‘はSK-154、101、SJ-6と、南側て‘‘は SJ-7、

SK-166、89、48、22、79、108と、北側ては SJ-5 

と重複していた。

平面形態は、径7.5m程度の円形を呈しており、確認

面から床面まての深さは50c面財変て‘‘あった。

床面の確認状況は、やや不明瞭て‘あった。

壁溝は、各方向て‘‘多少途切れつつも、ほぱ全周して

し、た。

炉址は確認てきなかった。

各ピッ トの深さは、P1 =30cm、P2 =50cm、P3=

40cm、P4 =75cm、P5 =25cm、P6 =15cm、P7=

40cm、P8 =40cm、P9 =15cm、Pl0=40cmてあっ

た。

第14号住居跡出土土器（第22~26図）

当住居跡出士士器は勝坂式～加曽利EIII式新段階の

土器を含んて‘‘いる。加曽利EIII式新段階の土器を第25

図、第26図に示し、それより古い土器を第22図～第24

図に示した。

住居跡は後世の遺構によって、炉跡等も失われてい

るのて‘‘明確て‘‘はないが、出上土器から見る限り、勝坂

式等の混入を除くと、加曽利Ell式と加曽利EIII式が

多い。

第22図1~ 4はキャリパー形深鉢形土器て‘ある。 1

は日縁部に隆帯と沈線により渦巻き状のモチーフ、楕

円区画を施す。楕円区画内部は縦位の沈線文を施す。

到部に無文帯をもつ。 1/10以下の残存度てある。

2~4は底部て‘‘ある。 2は地文上に縦位の沈線を施

す。 3、4は縦位の沈線を施し、磨消縄文としている。

3は底面が欠損している。 2~ 4の縄文はRLてある。

第22図5は底部から口縁部へ直線的に移行する単

純な形態の深鉢形土器て‘ある。口縁部の無文部を 2条

の横線て‘区画している。沈線の描出は雑て‘ある。口縁

部の横線から縦位の沈線、曲線が垂下する。地文はL

の撚糸文て‘‘ある。胴部下半を欠いている。約1/2が

残存している。

第22図6~ 9は浅鉢形土器て‘ある。 6は口縁部が内

湾する形態の土器て‘‘ある。口縁部に 2条の横線を巡ら

せる。7、8は口縁部を肥厚させる。 8は補修孔が見

られる。 6は1/6、8は1/4、7、9は1/10以

下の残存度て‘‘ある。第22図10は深鉢形土器の底部てあ

る。

第22図1、2は中期中葉の土器て‘ある。 1は無文の

口縁部をもつ筒形の形態の深鉢形土器て‘‘ある。隆帯に

は爪形文を施し、体部には沈線に沿って爪形文を施す。

2は三角形区画文を隆帯て‘‘施す。隆帯に沿って爪形文

を施す。雲母を含む。

第22図3~30は加曽利E式のキャリパー形深鉢形

土器て‘‘ある。

3~9、11は口縁部の破片てある。 3は弧状の隆帯

を施す。 4は橋状の把手を施す土器てある。橋状の部

位を欠損している。把手には円孔が施される。口縁部

の区画内には縦位の沈線を施す。胴部は沈線を垂下し

麿消縄文としている。

5~9、11は口縁部の区画文、横S字状のモチーフ

等を施す。 5、7~ 9はRLの縄文、 6、11は沈線文

を区画内に施文する。

10、12~30はキャリパー形土器の胴部破片て‘‘ある。

10、12は頚部付近の破片て横位の隆帯が巡る。 13は胴

部に渦巻き状の隆帯を施す。 14は地文上に沈線文を施

す。 10、12~14の縄文はRLてある。

15~17はLの撚糸文を施す。地文上に16、17は隆

帯、 18は沈線を施す。 18~25は縦位の沈線を垂下し、

磨消縄文を構成する土器て‘ある。いずれも縄文はRL

てある。 26~30は曽利系の深鉢形土器て‘‘ある。 26、27

は条線文を施す。 28~30は矢羽根状の沈線文を区画内

に施す。

第24図1~16は連弧文系の深鉢形土器て‘ある。

1~5は口縁部に交互剌突文を施す。 1はLの撚糸
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第21図 第14号住居跡
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---40 50 

C
-
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SJ -14 
1 黒色土 黒色土主体 2 cmL B多少含

粘性やや固締

2 黒褐色土 R粒． c少含粘性やや固締
3 暗褐色士 L 粒• R粒少含粘性 やや固締
4 暗黄褐色土 L粒多含 c少含粘性やや固締

文、 2~5はRLの縄文を施す。

6は口縁部の2条沈線の間に剌突を施す。縄文はR

Lてある。 7、8は2条の沈線のみを日縁部に巡らせ

る。 7はRLの縄文、 8はLの撚糸文を施す。

9は括れ部の破片て‘‘、 2条沈線て｀胴部とを画してい

る。縄文はRLてある。 10、11は胴部の破片て｀地文に
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第22図 第14号住居跡出土遺物(I)
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第23図 第14号住居跡出土遺物(2)
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第24図 第14号住居跡出土遺物（3)
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第25図 第14号住居跡出土遺物(4)

// 

条線を施す。 12は波状部の破片てある。 13は交互刺突

文が巡る括れ部の破片てある。胴部には弧状に交互刺

突文を配す。地文の条線は曲線的に施されている。

第24図14~16も地文に条線を施す。括れのない形態

の土器てあろう。

14、15は口縁部に 2条 1組の横線を 2段に施す。

15、16は地文に曲線的な条線文を施す。

第24図17~26、28、29は胴部が張り、無文の外傾す

る目縁部を有する深鉢形土器て‘‘ある。

17~21は無文の口縁部破片てある。 17は括れ部に隆

帯を巡らせる。 22~24は括れ部の破片てある。交互剌

突文を 2段に巡らせる。

25、26、28、29は胴部の破片て‘ある。隆帯により曲

線的なモチーフが施される。 26はLの撚糸文、

22~24、26、28は縦位の沈線文、 29は矢羽根状沈線文

を地文として施す。 27も同種の土器て‘‘あるが、括れな

い形態て‘‘あろう。無文部との境に矢羽根状沈線を横位

に巡らせる。

第24図30~33は浅鉢形土器て‘ある。 30は日縁部が外

傾する形態の土器の頚部の部位て‘渦巻き状の沈線文を

施す。 31~33は無文の浅鉢形土器て‘‘ある。日縁部を肥

厚させ稜線を巡らせている。

第25図1は口縁部が内湾気味に立ち上がる緩やか

な波状口縁の深鉢形上器て‘ある。日縁部に沈線を巡ら

せ、体部に波状のモチーフの磨消縄文を施す。 RLの

縄文を施す。

第25図2は口縁部が内湾する形態の平口縁深鉢形

土器て‘‘ある。日縁部に 1条沈線を巡らせ、体部にはR

LRの縄文を施文する。 1、2は1/10以下の残存度

てある。

10cm 

第26図1~14は胴部て‘‘括れ、口縁部が内湾気味に立

ち上がる形態の深鉢形土器てある。

1 ~5は口縁部に点列を巡らせる土器て｀ある。 1は

点列と沈線、 2は沈線を挟んて‘‘2段に点列、 3は点列、

4は点列と沈線、 5は2段の点列をそれぞれ口縁部に

巡らせる。 2、4は2条沈線により波状のモチーフを

施す。 1~ 5の縄文はRLてある。

6~13は1条沈線を巡らせ、口縁に無文帯をおく土

器て` ある。 7~10は体部に波状の沈線を施す。縄文は

6、9、13がLR、7、8、10がRL、11、12がRL

Rて‘ある。 11、12は第25図2と同一個体て‘‘ある。

14は口縁部に無文帯と稜線が巡る。縄文はRLRて‘

ある。

第26図15、16は胴部が張り、口縁部近くて‘括れ、ロ

縁部が外傾気味に立ち上がる形態の土器て‘‘ある。 16は

体部に 2条の曲線が見られる。同一個体て‘ある。縄文

はRLてある。第26図17は沈線区画内に無節のLを施

す。第26図20は幅広の窪みを日縁部に巡らせる。縄文

はRLて‘ある。

第26図18、19、21~32は微隆起線文を目縁部や体部

に施す深鉢形土器て‘‘ある。各種の形態の土器がある。

18、19は波状口縁土器て‘‘ある。 21、22は胴部破片て‘

ある。 23は微隆起線文、 24、25は微隆起線文と点列を

口縁部に巡らせる。 26は有孔を施す。 27、28は渦巻状

の微隆起線文を胴部に施す。 29は両耳壺の胴部て‘‘あろ

う。 30は底部から口縁部へ直線的に移行する形態の上

器てあろう。 31も口縁部が直立気味に立ち上がる単純

な形態の土器て‘ある。縦位に微隆起線文を施して、磨

消縄文とする。 32は口縁部が強く内湾する形態の深鉢

形土器て‘ある。
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第14号住居跡出土石器（第27図）

第27図1~ 6は打製石斧て‘あった。

1は撥形て‘刃部は平てはなく、斜めてあった。石材

は安山岩て‘‘、風化力噌：しかった。

2は撥形て‘基部から刃部にかけて自然面を大きく残

していた。

石材は頁岩て‘あった。

3は撥形て‘刃部は両面とも自然面を残していた。基

部は欠損していた。石材は安山岩てあった。

4は短冊形て‘‘、石材は砂岩て‘あった。

5は撥形て基部に自然面を残していた。刃部には小

さな加工が施されていた。直刃て石材は砂岩て‘‘あった。

6は撥形て‘刃部が欠損していた。石材はフォルンフ

ェルスて風化力淳机力とった。

7は石皿て‘‘両面に窪みが認められた。石材は安山岩

てあった。

こ 1 こ二 2 □>3  ロ

こ 5

7 ゜ 10cm 

第15号住居跡（第28図）

第15号住居跡は、 K-24グリッドを中心として検出

した。

住居跡は、西側て‘‘はSK-114、115と重複し、北側て‘‘

はSK-132、156と重複していた。

平面形態は、径4m程度の円形を呈しており、確認

面から床面まての深さは20c而到変てあった。

床面の確認状況は、やや不明瞭てあった。

壁溝と炉址は確認てきなかった。

こ 6

各ピットの深さは、 P1 =55cm、P2 = 5cm、P3=

20cm、P4 =30cm、P5 =20cm、P6 =70cm、P7=

20cmてあった。

第15号住居跡出土土器（第29、30図）

勝坂式、阿玉台式、加曽利E式が出土している。

第29図1は器台形土器て‘‘ある。鍔状に隆帯を巡らせ

隆帯の下端には爪形文が巡る。円孔が施されている。

下部は欠損している。

第31図1~ 8、14は勝坂式、阿玉台式てある。

-26-



1は無文の日縁部が緩く外傾する形態

の土器て‘ある。隆帯に沿って角押文を施

す。 2も角押文を施す。

沿って、 5は沈線に沿って爪形文を施す。

6は山形の波状日縁の土器て‘ある。橋状

の把手を施す。隆帯、

3、

日縁部に沿って角

押文を施す。雲母を含む。

4は隆帯に

7は底部から

直線的に立ち上がり、体部上半て‘強く張

り出す形態の土器て‘‘ある。張り出す部位

には波状の沈線文を施す。胴部との境に

は沈線と小波状の沈線が巡る。胴部には

縦位に隆帯が垂下する。胴部にも波状の

沈線が施される。地文は細かいLRの縄

文てあり、胴部の隆帯上にも施文される。

8は山形の波状日縁土器てある。

第29図

口縁部

第15号住居跡出土遺物(I)

10cm 

第28図

A
-

第15号住居跡
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l黒色士
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L粒微嵐含弱粘性やや固締
L粒多少含 c微含弱粘性やや固締
3層に同じ

第30図 第15号住居跡出土遺物(2)
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を肥厚させる以外は無文てある。内面にも稜をもつ。

14は底部の破片て‘‘無節Rの縄文を横位に施文する。

第30図9~13は加曽利E式土器て‘‘ある。 9はキャリ

パー形の深鉢形土器の胴部て‘‘、蛇行沈線を施す。10は

連弧文系の土器の括れ部て‘‘ある。9、10の縄文はRL

てある。11、12は地文に条線を施す曽利系の深鉢形土

器の胴部破片てある。13は無文の浅鉢形土器て‘‘ある。

第16号住居跡（第31図）

第16号住居跡は、 L-24グリッドを中

心として検出した。

住居跡の東側は、調査区の境界にかか

り完掘て‘‘きなかった。

住居跡は、北西側て‘‘はSD-3と重複

し、南側ては第 1号道路状遺構、 SK-

6 ~10は口縁部の破片てある。隆帯により口縁部に

区画文を施す。区画内に 6は縦位の沈線、 7~9はR

Lの縄文、 10は無節Lの縄文を施す。 8、9は同一個

体て‘、ある。

11は頚部の破片て‘‘ある。隆帯により頚部無文帯を画

している。

12~22は胴部の破片て‘ある。12、13、15、16は縦位

に隆帯が垂下する。 15は縦位の隆帯と蛇行する隆帯を

施す。縄文はいずれも RLてある。 17は縦位の沈線を

第31図第16号住居跡

127、128、129と重複していた。

平面形態は、径6m程度の円形を呈し
史

ており、確認面から床面まての深さは50

｀てあった。 ／ 
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床面の確認状況は、やや不明瞭て‘‘あっ

た。

壁溝は明瞭て‘ヽ、全周していたと考えら

れる。

炉址は確認て‘‘きなかった。

各ピットの深さは、 P1 =20cm、P2=

50cm、P3 =25cm、P4 =20cm、P5=

60cmてあった。

第16号住居跡出土土器（第32~34図）

当住居跡出土土器は加曽利EI式～Ell

式を主体とする。

第32図1~5は中期中葉の土器てある。

1は口縁部に角押文を斜位に施す。雲母を

含む。 2、3は筒形の形態の深鉢形土器て‘‘

ある。 4は浅鉢形土器て‘‘あろう。円文、刻

みを施す。 5は無文の口縁部て、、口唇部に

刻みを施す。

第32図6~22はキャリ パー形の深鉢形

土器て‘‘ある。

SD 3 

B 
一•o.oo

▽ ＜ 

SJ -16 
1 暗褐色土
2 暗褐色土
3 暗茶褐色土

4 暗褐色土
5 暗茶褐色士
6 暗黄褐色土
7 黄褐色士

潤食区外

逹

B-
≪I 

2m 

2mmL粒 ・1 cm LB少含締無弱粘性
2mmL粒少含締無弱粘性
2mmL粒やや多含 R 粒 • C微含固締 強粘性
2mmL粒． c少含 R粒微含固締強粘性
5mmL粒． c少含固締強粘性
5mmL 粒 •3 cmL B 多含 R 粒• C少含固締強粘性
5 cmL B 固締強粘性
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第33図 第16号住居跡出土遺物(2) 第34図 第16号住居跡出土遺物（ 3)

10cm 

垂下させ、区画内に斜沈線を施す。18~22は地文縄文

上に、縦位等の沈線を施す。22は沈線間を磨消部とす

る。縄文はいずれも RLてある。

第32図23、24は連弧文系の土器て‘ある。23は口縁部

に2条沈線を施す。RLの縄文を施す。25は唐草文系

の胴音聞皮片てある。26は蕨手状の沈線と縦位の区画文

を施す。縄文はRLてある。27、28は縦位に条線文を

施す。29は口縁部に微隆起線文を巡らせる。縄文はL

Rてある。30は両耳壺て‘‘あろう。縄文はLRてある。

第32図31~35は無文の浅鉢形土器て` ある。

第33図1~ 3はキャリパー形の深鉢形土器てある。

1は口縁波状部の破片て‘ある。橋状の把手を施す。隆

帯て‘‘口縁部文様を区画し、縦位の沈線を施す。頚部無

文帯をもつ。 2、3は胴部、底部てある。縦位の隆帯、

蛇行する隆帯を施す。縄文はRLを縦位に施す。

第16号住居跡出土石器（第34図）

1は石皿て‘‘、表面が凹状になっていた。石材はやや

多孔質な安山岩てあった。

10cm 

第17号住居跡（第35図）

第17号住居跡は、 H-24グリッドを中心として検出

した。

住居跡の西側は、調査区の境界にかかり完掘てきな

かった。

住居跡は、東側てはヒ°ットと重複していた。

平面形態は、径4.3m程度の円形を呈しており、確認

面から床面まての深さは70c面到変てあった。

床面の確認状況は、明瞭て‘‘あった。

壁溝と炉址は確認て‘‘きなかった。

遺物は検出て‘‘きなかった。

第35図第17号住居跡
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第18号住居跡（第36図）

第18号住居跡は、 L-24グリ

ッドを中心として検出した。

住居跡の東側は、調査区の境

界にかかったために完掘て‘‘きな

かった。

住居跡は、南側て‘‘はSJ-9

と、東側ては SK-116、SE-2

と、西側て‘‘はSK-106と、北側

てはSK-107と直複していた。

平面形態は、径6m程度の円

形を呈しており、確認面から床

面まての深さは30cm程度て‘‘あ

った。

床面の確詫状況は、やや不明

瞭て‘‘あった。

壁溝と炉址は確認てきなかっ

た。

第36図第18号住居跡
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各ヒ°ットの深さは、 P1 =50 

cm、P2 =25cm、P3 =90cm、

P 4 =40cm、P5=25cm、P

6 =20cm、P7 =75cm、P8 = 

40cm、P9 =45cm、P10=50 

cm、P11=50cm、P12=20cmて‘‘

あった。

第18号住居跡出土土器（第37図）

当住居跡出土土器は加曽利EII式て‘‘ある。

B 
― ―疇 40.10 B' 

<I 

2m 

SJ -18 

1 黒褐色土 2~5uInL多含

R多含 c少含砂質

第37図1は胴部が張り、口縁部近くて強く括れる形

態の深鉢形土器て‘、ある。口縁部文様帯は橋状のつくり

をしており、楕円形の円孔が施される。口縁部や円孔

に沿って、沈線文や横S字状のモチーフが施される。

括れ部は横線により区画している。日縁部の1／冴呈度

が残存する。

第37図2~7はキャリ パー形深鉢形土器の口縁部

てある。2は隆帯により弧状のモチーフを施す。2、

6、7の縄文はRLてある。

第37図8~10はキャリ パー形深鉢形土器の胴部て‘‘

ある。8は地文に条線を施す。 9はRLとLの縄文を

施す。10は単節の縄文により羽状縄文を施す。縄文は

RLて‘、ヽ横位、縦位に施文する。地文上に縦位の沈線、

蛇行沈線を垂下する。

第37図11~13は連弧文系の土器て‘ある。

11、12は括れ部より上位の破片てある。3条1組の

弧線文を巡らせている。縄文はRLてある。

13は括れ部から胴下半まての破片てある。3条1組

の弧線文を施している。地文の縄文はRLて‘‘ある。括

れ部には交互剌突文を巡らせる。

第37図14は無文の浅鉢形土器て‘‘ある。丸みを帯びた

形態て‘‘ある。
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第37図 第18号住居跡出土遺物(I)

0 10cm 

羞 古L口3て口三］パー…6
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10cm 

第38図 第18号住居跡出土遺物(2) 第39図第19号住居跡

叫

こニニニ＞ 1

10cm 
A
-

第18号住居跡出土石器（第38図）

第38図1は打製石斧て、、基部は欠損していた。自然

面を大きく残している。石材は安山岩て‘あった。

第19号住居跡（第39図）

第19号住居跡は、 H-24グリッドから検出した。

台地の縁辺部に立地しているため、表土の流失が著

しく、覆土が遺存しておらず、わずかに西側の壁溝が

検出されたのみてあった。

平面形態は、径5m程度の円形を呈していたと考え

|
,
-

PiO
)

 

叫

土

m| ail 

A ~39.00 上

2m 
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られ、僅かに遺存していた壁溝の深さは10~30c頑閲変

てあった。

床面は既に削平されたと考えられる。

壁溝は、西側からのみ検出てき、一部ては二重に巡

っていた。

炉址等も確認て‘‘きなかった。

住居跡の床面に相当すると考えられる範囲内から、

4本のピットが検出てきたが、住居跡との関係を明ら

かにする事はてきなかった。

ピットの覆土は、ローム質て‘ヽ、地山の土質に酷似し

ていた。

遺物は検出てきなかった。

土堀（第40図）

縄文時代と考えられる土壊は、 2基検出て‘‘きた。

第20号土堀

第20号土城は、 0-21グリッドから検出した。

土壊の規模は、長軸2.2m程度、短軸1.9m程度て‘あ

った。

全体て‘‘SK-18と重複していた。

遺物は、縄文土器が検出てきた。

第20号土壊出土土器（第41図 I~8)

中期中葉の土器が出土している。

1は口縁部に三角形区画文帯を配し、頚部素文帯を

置く土器て‘‘ある。隆帯に沿って爪形文を施す。区画内

部には三叉文を施す。

2は山形の波状部て‘‘ある。波項部から凹凸のある隆

帯を縦位に垂下させている。雲母を含む。

3は隆帯に沿って角押文を施す。口縁部上端にも角

押文が巡らされる。雲母を含む。

4は日縁部に沿って角押文を施し、その下位には縦

位に施されている。

5~7は胴部の破片てある。 5は幅広の隆帯を施す。

沈線との間に爪形文を施す。雲母を含む。 6は爪形文

を施す。 7は縦位に沈線文が垂下する。

8は波状の浅鉢形土器て‘あろう。日縁部は突き出た

形態をしている。内面に稜線が巡る。外面は調整の擦

痕を多く残しており、内面はよく研磨されている。

第40図縄文時代の土城

SK20 SK 91 

□]: 土

A 
- 39.90 

A' A
-

S K-20 
1 黄茶色士均— V層主体帯茶色 SK-18構築に

伴う整地層
2 黒茶色土 均― W層主体 1~2mmL粒風化多少含

1~3mmR未風化多少含
1~2mmC未風化多少含 固締

第91号土壊

第91号土堀は、 P-20グリッドから検出した。

土壊の規模は、長軸4.0m程度、短軸2.6m程度て` あ

った。

東側て‘第 1号地下式墟、 SK-145と重複していた。

遺物は、縄文土器が検出てきた。

第91号土壊出土土器（第41図9~|2)

前期後葉の諸磯C式が出土している。

9は口縁部が緩やかに外反する形態の深鉢形土器て‘‘

ある。外ポ頃する口縁部には横位の集合沈線を巡らせて

いる。その下位に弧状の集合沈線が見られる。

10は胴部の破片てある。縦位もしくは弧状に集合沈

線が施文される。

11は底部の破片てある。底面から内傾気味に立ち上

がる。縄文はLRて‘ある。

12は日縁部から胴部上半にかけての破片て｀ある。底

部から日縁部近くまて‘‘外反気味に立ち上がり、日縁部

が内湾する形態の深鉢形土器て‘‘ある。内湾する日縁部

には矢羽根状に集合沈線を施す。その下位には横位に

集合沈線を巡らせている。口縁部には縦長、ボタン状

の貼付文を施す。胴部には縦位、弧状、矢羽根状に集

合沈線を施す。 1/10以下の残存度て‘、ある。
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第41図 土壊出土遺物
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グリッド取リ上げ土器（第42~48図）

第42図、第43図は加曽利E式土器て‘ある。

1はキャリパー形深鉢形土器の口縁部て｀ある。隆帯

を弧状に繋いて‘‘口縁部を区画している。隆帯に沿って

沈線を施し、区画内に縦位の沈線文を施している。頚

部に無文帯をおく。

2はキャリパー形深鉢形土器の胴部て‘ある。縦位の

隆帯が垂下する。地文にはRLの縄文を施す。

3はキャリパー形深鉢形土器の底部て‘ある。 3条1

組の沈線を垂下させ、沈線間を磨消部としている。縄

文はRLを縦位に施す。

4はキャリパー形深鉢形土器の文様構成をとる土器

て｀、口縁部が直立気味に立ち上がる単純な形態の深鉢

形土器て‘ある。口縁部には楕円形の区画文を施す。胴

部は縦位の沈線を垂下し、幅広の無文部をおく。縄文

はRLてある。

5は曽利系の深鉢形土器て‘‘ある。底部の破片て‘‘、縦

位の条線文がみられる。

第43図1は底部から丸みを帯びて立ち上がり、胴部

中位て緩く括れ、口辺部近くて‘‘強く張り、口縁部が内

湾する形態の土器て‘ある。徴隆起線文て‘‘文様を区画す

る。目縁部に微隆起線文を巡らせ、要所には突起を施

す。この突起下から縦位の楕円区画を垂下させ、 4単

位に配すのてあろう。楕円区画の間にはW状のモチー

フをおいている。胴部には逆U字状のモチーフを施す。

口辺部の文様とは整合せず、 6回繰り返される。区画

内にはRLの縄文を施す。縄文の施文は微隆起線上に

かかっている。全体の約2/3が残存する。後期初頭

段階の土器て‘‘あろう。

第44図1~14は勝坂式てある。

1は口縁部や隆帯に沿って爪形文を施す。三叉文が

みられる。 2は楕円区画文内部に角押文を施す。隆帯
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上あるいはこれに沿って爪形文を施す。 る形態の土器て‘ヽ、縦位の隆帯を貼付する。 13は内湾す

3は沈線文、爪形文を施す。

文を施す。

4は隆帯に沿って爪形

5は口縁部を無文とする土器て‘‘、爪形文を

施す隆帯を胴部文様との境に巡らせる。 6は底部近く

の破片てある。隆帯上に爪形文、胴部の沈線区画内に

爪形文、三叉文を施す。底部近くは隆帯により肥厚さ

せ、横線を施す。 7は隆帯により口縁部に区画文を施

す。隆帯上には爪形文、区画内部には沈線文、角押文

を施す。

に配す。

8は胴部破片て‘‘、刺突を施した隆帯を曲線的

9は口縁部近くの破片て‘ヽ、沈線により三叉文、

渦巻文を施す。

10はキャリパー形の形態の深鉢形土器て‘‘ある。口縁

部には爪形文、蛇行する隆帯等を施す。胴部文様との

境には隆帯、剌突を巡らせる。胴部にはLの撚糸文を

施す。11は刻み、円文等を施す。 12は日縁部が内湾す

る形態の土器て‘、 日縁部に鋸歯状の沈線文を巡らせる。

14は渦巻文を施す。胴部の境には沈線、剌突文を巡ら

せ、胴部には縄文を施文する。縄文はRLてある。 15

は口縁部に円形の把手を施す。

第44図16~25は阿玉台式てある。胎土には雲母を含

んて‘‘いる。 16は扇状の把手の部分てある。波状沈線、

角押文を施す。 17は横位に隆帯、角押文が巡る。 18は

波状の沈線文を施す。 19は隆帯、角押文を施す。 20、

23は波状沈線、 21、22は角押文を施す。 24は隆帯のロ

縁部区画に沿って、剌突文を施す。 25は浅鉢形土器て‘‘

ある。上端が円形て‘平坦な突起を施す。渦巻状に角押

文を施す。

第44図26~38、第45図、第46図は加曽利E式のキャ

リパー形深鉢形土器て‘ある。加曽利EI式からEIII式

第42図 グリッド取り上げ遺物(I)
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第43図 グリッド取り上げ遺物(2)

／ 
を含んて‘‘いる。

第44図26~38は日縁部の破片てある。口縁部文様帯

に隆帯を多用している。 26は隆帯上に横S字状のモチ

ーフを施し、横位に波状沈線を施す。 27は横S字状の

隆帯、 28、29はクランク状の隆帯を施す。 30、31は同

一個体て‘ある。胴部文様との境に隆帯を巡らせ、部分

的に点列を施す。 32、34~37も隆帯と縄文施文による

口縁部文様を施す。 33は口縁に隆帯を巡らせ、その下

位に撚糸文を施す。38は区画内に縦位の沈線文を施

し、頚部との境に交互剌突文を巡らせる。縄文は

10cm 

ど

26~32、35~37がRL、33、34がLの撚糸文を施す。

第45図1~14は口縁部の破片て‘‘、口縁部文様帯に楕

円区画文等を施す。

1は楕円区画内に縦位の沈線を施す。横S字状の沈

線を施す。 2、4~ 6、9~14は楕円区画内に縄文を

施す。 3は山形の波状部て‘‘ある。7、8は同一個体て‘‘

ある。並行するナソ‘リにより隆帯を作出している。12

は第42図4と同一個体て‘ある。縄文は 2~ 6、9~14 

がRL、7、8はLを施す。

第45図15は頚部の破片て‘‘、無文帯をおく。隆帯によ
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第44図 グリッド取り上げ遺物（3)
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第45図 グリッド取り上げ遺物(4)
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第46図 グリ ッド取り上げ遺物(5)
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第47図 グリッド取り 上げ遺物(6)

言 ］疇t虞［三
ー 。：：` いい グ5
戸9- 4,5芯直＇直菌瓢翠

如土とと7Jが一 可匹

三 □唸疇疇鬱／，
］冨言し］3
］6 （二'”彎
？響~13t'浪．． 22 錢
~ -----n.. " - I 
一｀、 虚疇幽戸謳―

冒i））'n7,
>ゞ
油ヽ 3’U霊 L¥.

一蜘―]警讐言D 33

•一3..；で， ＼’m鉛？じL. I I ・叫口知臼 32 ぷー

彎雲~II~躙麟冨 I7 、心
疇'‘‘・℃惰；；疇

ェ―•一一；ザ~が:-.._

い） ＇ノもよ又夕｀
‘玄文'-' 天→ーコ］↓--¥ー

三 学□，巴二吋 ／ 之瓜＼i｝
『 40 10cm 

-40-



第48図 グリッド取り上げ遺物（7)
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る口縁部区画内にRLの縄文を施す。

第45図16~23、25、第46図10は胴部の破片て地文縄

文上に隆帯を垂下する。 16、10はLの撚糸文、 17、

19、23、25はRLを施す。 20はRLとL、21、22はR

LとLRにより、羽状縄文を施す。 21、22は同一個体

てある。

第45図24、26、27、第46図5は胴部から底部の破片

て地文上に沈線文を垂下させる。 24、26、5はRLの

縄文、 27はRLとLRの縄文を羽状に施す。

第46図2~4、6は磨消縄文を垂下させる。縄文は

10cm 

RLてある。

第46図7、9は曽利系の土器て‘ある。隆帯を垂下

し、 7は矢羽根状の沈線、 9は縦位の沈線を施す。

第46図8、11~18は胴部に曲線的な隆帯を施文す

る。 8、11、12、15はLの撚糸文、 13、14、16~18は

RLの縄文を地文に施す。

第47図1~18は加曽利EIII式の深鉢形土器て‘ある。

15、16など一部は後期初頭の可能性がある。

1 ~ 3、5は蕨手状の沈線文を施す。縄文はRLて‘‘

ある。
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4、6 ~ 9、13は口縁部に沈線を巡らせる土器て｀あ

る。地文に 6はRL、7、13はL、8はLRの縄文、

9は条線文を施す。

10~12は口縁部に剌突列を巡らせる。10、11は沈線

文、 12は微陶起線文を体部に施す。縄文はいずれも R

Lて‘‘ある。

14~18は口縁部に微隆起線文を巡らせる土器て‘‘あ

る。14~17は平口縁、 18は緩い波状縁てある。14、

16、17はRL、15はLRの縄文を施す。

第47図19~43は連弧文系の深鉢形土器て‘‘ある。

19~24は口縁部に交互剌突文を巡らせる。地文に19

はRLの縄文、 20はL、22はRの撚糸文、 21、23は条

線文を施す。

25は口縁部に沈線と刺突を巡らせる。縄文はRLて‘‘

ある。

26~31は2条、 32、33は1条の沈線文を口縁部に巡

らせる。地文は26~28、31、32がLの撚糸文、 29、

30、33がRLの縄文を施す。26~28、31、35は同一個

体て‘ある。

35~43は括れ部、胴部の破片て｀ある。35、37、43は

沈線、 36、39は交互剌突文を括れ部に巡らせている。

地文は35、40がLの撚糸文、 38、39、41、42がRLの

縄文、 36、37、43は条線文を施す。

第48図1~11は胴部が張り、無文の外傾する口縁部

を有する深鉢形土器てある。

1 ~5は無文の口縁部てある。

6~8は括れ部の破片てある。いずれも交互剌突文

を巡らせている。

9 ~11は胴部の破片て‘、ある。9は括れない形態て‘あ

ろうか。無文部との境に矢羽根状の沈線文を施す。10

は無文部との境に隆帯を施す。11は隆帯を曲線的に配

し、縦位の沈線を施す。

第48図12~15は無文の浅鉢形土器て‘‘ある。各種の形

態を含む。

第48図19、20は口縁部が外傾する浅鉢形土器て‘‘あろ

う。頚部の破片て＼沈線文を施す。

第48図18、21、は両耳壺て‘‘あろう。18、21は外傾す

る口縁部の破片て‘ある。22は胴部の破片て‘ヽ 、沈線の区

画内にはRLの縄文を施す。胴下半には縦位の沈線を

施す。

グリッド取り上げ石器（第49~52図）

1はドリルて‘ヽ、石材は黒曜石が用いられていた。三

角錐型のの一面両側縁に押圧剥離によ って刃部が形成

されていた。

2は石鏃て‘‘、石材は安山岩が用いられていた。脚の

一部が欠損していた。表面は著 しく風化し、脚の欠損

箇所も風化していた。

3は石鏃て‘‘、石材は黒曜石が用いられていた。脚の

一部が欠損していた。背面の一部に主要剥離面が認め

られた。

4は石鏃て‘‘、石材は安山岩が用いられていた。背面

には主要剥離面が大きく残っていた。脚部を片方欠損

し、欠損面は風化していた。

5はドリJレて‘‘、石材は安山岩が用いられていた。主

要剥離面と打点を残し、刃部の断面は調整剥離により

菱形を呈していた。

6はK-23グリッドから検出した。短冊形て‘石材は

フォルンフェルスてあった。風化力増fしかった。

7はM-23グリッドから検出した。短冊形て表中央

に大きく自然面を残していた。刃部は両面からの加工

により直刃てあった。全体に大きく反っていた。石材

は砂岩て‘‘あった。

8はM-23グリッドから検出した。短冊形て‘‘基部を

大きく欠損していた。中央部から刃部に自然面を残し

ていた。刃部は片面からの加工により円刃となってい

た。石材は砂岩て‘‘あった。

9は表土から検出した。撥形て‘基部を欠損していた。

刃部は両側からの加工による直刃てあった。石材はフ

オルンフェルスて風化ヵ渭fしかった。

10はI-24グリッドから検出した。撥形て‘両面とも

自然面を残していた。刃部は両側から加工されており、

円刃てあった。石材は安山岩て‘あった。

11はH-24グリッドから検出した。短冊形て表 に自

然面を大きく残していた。刃部は円刃て‘‘石材はフォル
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第50図 グリッド取り上げ遺物(9)
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ンフェルスてあった。

12は磨製石斧の刃部て‘‘、石材は鮮緑岩て‘‘あった。欠

損面は風化しており使用にともなう欠損と考えられた。

刃部にわずかな刃こばれが認められ、線条痕は不明瞭。

13は磨製石斧てゞ、石材は鮮緑岩てあった。上半を欠

損していた。側面に敲打痕が認められ、表面には顕著

な線条痕が認められた。

14は磨製石斧て‘‘、石材は緑泥片岩て‘‘あった。中央部

から上は敲打痕が顕著に認められ、 それ以下て‘‘は多少

残る程度て‘‘あった。下半部の線条痕は顕著て‘あった。

15は磨製石斧て、、石材は安山岩て‘、あった。全面に敲

打痕が認められ、刃部、側面、中央部ては、敲打痕が

やや不明瞭。中央部分ては横位の線条痕が顕著。

16は磨製石斧て‘、石材は緑泥片岩て‘あった。刃部と

基部の一部を欠損していた。刃部背面の欠損面には線

条痕が認められた。

17は磨製石斧て‘‘、石材は緑泥片岩て‘‘あった。刃部を

大きく欠損し、基部もわずかに欠損していた。側縁は

平滑て＼表裏面には敲打痕と線条痕が認められた。

18は小型磨製石斧て‘ヽ、石材は蛇紋岩て‘あった。基部

を欠損していた。刃部は裏側に偏っており、線条痕が

顕著に認められた。

19は石剣の基部て、、石材は蛇紋岩て‘あった。基部に

は顕著な線条痕がみとめられ、

められなかった。

それ以外の部分には認

20は石棒の先端部て‘‘、石材は緑泥片岩て‘あった。全

体に平滑て‘‘、裏面は大きく剥落していた。先端は平面

てあった。

21は石棒の上半部て‘‘、石材は緑泥片岩て‘あった。側

面はやや丸みを帯び、表裏面は平坦に仕上げられてい

た。線条痕や敲打痕は不明瞭て‘‘あった。

22は表土から検出した。両側面に顕著な敲打痕とこ

れによる凹みが認められた。また、上下端部に敲打痕

が認められた。石材は安山岩て‘あった。

23は表土から検出した。両面に凹みが認められた。

一部が被熱によって黒変していた。石材は安山岩てあ

った。

24はK-23グリッドから検出した。両面側面に凹み

が認められた。被熱しており、黒色に変色していた。

石材は安山岩て‘‘あった。

25はK-23グリッドから検出した。敲打痕が認めら

れ、使用により面力哺多成されていた。表面は風化が著

しく、擦痕などは認め られなかった。石材は砂岩てあ

った。

26はG-24グリッドから検出した。両面に凹みを持

っていた。石材は角閃石安山岩て｀あった。

27は表士から検出した。両面ともに凹みが認めら

れ、側面力惰文打によって袂られていた。上下端にも敲

打痕が認められた。

28は表土から検出した。両面に凹みが認められ、両

側面に敲打痕が認められた。両側縁の敲打痕はやや未

風化てあった。石材は安山岩。

29~35は全て石皿の欠損品て‘ある。全体の形状は不

明瞭て‘あった。

30、31は根凍内によって変色していた。

29 • 30 • 32~35の石材は多孔質安山岩て‘あった。

31の石材は片岩てあった。
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第51図 グリッド取り上げ遺物(10)
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第52図 グリッド取り上げ遺物(II) 
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古代以降の遺構と遺物

竪穴状遺構

いわゆる竪穴状遺構と考えられる遺構が、 1軒検出

てきた。

第1号竪穴状遺構（第53図）

第1号竪穴状遺構は、 M-22グリッドを中心として

検出した。

平面形態は、長軸3.3m程度、短軸3.0m程度の隅丸

方形を呈しており、確認面から床面まての深さは35cm

程渡て‘‘あった。

床面の確認状況は、明瞭て‘、あった。

翌令状遺構の北東側の壁から北西側の壁の一部には、

床面からの高さ15cm、幅20c而財変のテラス状の部分が

作り付けられていた。

ピットは、 9本程度を確認することがてきたが、こ

の中て‘明瞭に竪穴状遺構にともなうと考えられたのは、

長軸と壁の交点に作られた 2本のみてあった。残りの

ピットについては、竪穴状遺構との同時性を明らかに

することがて‘‘きなかった。

第53図第 1号竪穴状遺構
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第1号竪穴状遺構出土遺物（第54図）

椀が1点検出てきた。 第54図

1は、内面に磨きと 第 1号竪穴状遺構出土遺物

黒色処理を施した、椀

の1／冴呈度の微細な破

片て‘あった。

外面も黒色を呈していた。

住居跡

古代以降の住居跡は、 5軒検出て‘‘きた。

II区の北側から製鉄炉と鉄滓の包含層が検出されて

10cm 

?m 

第1号竪穴状遺構
1 灰茶色土 均― W層主体 1 ~5lillilLやや風化多少含

2~5直 C未風化少含 1 ~2lillilR未風化微含

2 灰茶色土 不均ー 1層同 1~20llllilL風化多含
20~30c!ll粘土塊風化含

3 灰茶色土均ー 1層同ややL大多含
4 灰茶色士 不均ー 1層同 5~30皿未阻化L多少含

いたのて、製鉄と関連する工房あるいはエ人の1主居跡

の可能性が当初から想定てきた。

時期の決定と製鉄関連遺物の共伴に関して注意を払

ったが、出士土器も少なく、製鉄関連遺物の検出にも

至らなかった。

第3号住居跡（第55固）

第3号1打吾跡は、 N-22グリッドを中心として検出

した。

住居跡は東側て‘‘はSK-15、51と重複し、西側て‘は

SK-40、55~57と重複していた。

平面形態は、長軸4.0m程度、短軸2.5m程度のやや

不定な方形を呈しており、確認面から床面まての深さ

は30c頑尉変てあった。

床面の確認状況は、やや明瞭て‘‘あった。

壁溝は検出て‘‘きなかった。

住居跡の床面からは、炭化物や焼土が検出てきたが、

明瞭な炉址やカマドは検出てきなかった。

第3号住居跡出土遺物（第56図）

遺物は羽窯が2点検出てきた。

1は覆土から取り上げたものて、鍔部は胴部に対し

て明瞭な沈線て‘画され、更に摘み込まれた上に、端部

に明瞭な面を持っていた。

日唇端部には、中央に窪み状の沈線が認められ、胴

部には、ヘラケズリが認められた。

2も覆土から取り上げたものて‘‘、 1と異なり、鍔は

明瞭な段て‘‘胴部から画されておらず、形態的にやや連

続的て‘‘あった。
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第55図第3号住居跡
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2 黒茶色士 不均— W層主体 2~301Il1IlL風化多少含 三堆積
3 黒茶色土 不均ー 2層同 2~20mmC末風化多含炭化材多含

鍔には端面が認められなかった。

ロ唇端部には、僅かな窪みが部分的に認められた。

胴部にも 1の様なヘラケズリは施されていなかった。

1と2の羽窯を比較すると、 1は全体に端正な作り

て‘あり、 2は、全体に鈍い作りとなっていた。特に鍔

の部分て‘‘このような違いが顕著てあった。

第56図 第3号住居跡出土遺物
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第 7号住居跡（第57図）

第7号11'吾跡は、 M-22グリッドを中

心として検出した。

疇跡は、南側て‘‘はSK-50と、中央部

分てはSK-48、89、151と重複し、北側

てはSK-166と重複していた。

壁は東西のコーナ一部分を除いては不

明瞭て‘あった。

平面形態は、長軸2.9m程度、短軸2.8

m程度の方形を呈しており、確認面から

床面まての深さは、平均て‘‘15c両口変て‘‘あ

った。

床面の確認状況は、明瞭て‘あった。

壁溝とカマドは確認て‘‘きなかった。

第7号住居跡出土遺物

住居跡の覆土には、鉄滓が含まれてい

たが、他の遺物は検出て‘‘きなかった。

第57図第 7号住居跡
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第8号住居跡（第58図）

第8号住居跡は、 L-22グリッドを中心として検出

した。

住居跡の西側は、調査区の境界にかかり完掘て‘きな

かった。

廿揺跡は、北側て‘‘はSK-102、122と重複していた。

平面形態は、長軸3.6m程度、短軸3.3m程度の方形

を呈しており、確認面から床面まての深さは5~10cm 

程呈度て‘あった。

床面の確認状況は、やや不明瞭て‘あった。

第58図第 8号住居跡
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壁溝は確認てきなかった。

カマドも確認て‘‘きなかったが、北東側のコーナ一部

分の 2ヶ所の床面から径30c頑呈度の焼上を検出した。

これらの焼上については、カマドの痕跡とは考え難

く、更に、エ房の施設の痕跡とする具体的な根拠も見

いだし得なかった。

ピットは7本程度検出てきたが、住居に明瞭にとも

なうものかどうかの確認、はて‘‘きなかった。

第8号住居跡出土遺物（第59図）

遺物は皿と椀を 1点ずつ検出した。

1は内面に磨きが施され、更に黒色処

理された、 1／祈呈度の皿の破片てあった。

器肉は薄く、端部は端正に仕上げられて

いた。外面はややや風化し、日縁部のヨ

コナデと体部の螺旋状のヨコナデの境界

は、やや明瞭てあった。

胎土には、角閃石を多少含んて‘‘いた。

2も、 1同様に内面に磨きが施された

椀の高台部から底部の破片てあった。黒

色処理は施されていなかった。

胎士には、やや大きめの片岩粒、チャ

ート粒、角閃石を含んて‘‘いた。

1、2ともに覆士て取り上げた。

第59図 第8号住居跡出土遺物
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第9号住居跡（第60図）

第9号住居跡は、 M-23グリッドを中心として検出

した。

住居跡の東側は、調査区の境界にかかり完掘て‘‘きな

かった。

住居跡は、北側てはSK-116、SE-2と重複していた。

平面形態は長軸4.5m程度、短軸3.0m程度の方形

てゞ、確認面から床面まての深さは20cm程度て‘‘あった。

壁溝は確認て‘‘きなかった。

カマドは住居跡の南側より確認て‘‘き、壁に直行して

おらず、 1主居跡の南側コーナ一部に設営されていた。

天井部や煙道は確認てきなかった。

袖も遺存していなかったが、袖の心材と考えられる

石が両袖の位置から検出てきた。

第9号住居跡出土遺物（第61図）

遺物は、中世土城からの混入品と考えられる完形の

かわらけが2点、 1／冴尉変の破片のかわらけを 1点検

出した。

-49-



第60図 第 9号住居跡
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SJ-9 ピッ ト1
1 黒褐色士 C・R粒少含砂質締無
2 焼上層 R層微細R層柔
3 黒色上 C・R粒少含砂質締無
4 黄黒色土 3層主体 LB多含 やや固締

第62図 第12号住居跡 第61図 第9号住居跡出土遺物
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第12号住居跡（第62図）

第12号1主居跡は、K-23グリッドから検出した。

平面形態は長軸3.2m程度、短軸2.9m程度の方形

を呈しており、床面まての深さは、 60c面尉変て‘あっ

た。床面の確認状況は、明瞭て‘‘あった。壁溝とカマ

ドは確認て‘‘きなかった。覆土からは、白色未焼成の

粘土塊が多数検出て‘きたのて、製鉄あるいは、鋳造

の工房てある可能性が考られたが、 他の関連遺物は

｀ 
全く検出てきなかった。

第63図

第12号住居跡出土遺物 第12号住居跡出土遺物
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2 黒褐色土 !OmmH L前後微含 パサつく らけを、 2点取り上げた。
3 黄茶褐色土 5~50皿HL粒 • B多含 パサつく

中世土城からの混入品 叉 ニ4 茶褐色土 lOllllilHL粒多含パサつく
5 黒色士 20mmH L粒少含パサつく
6 黄茶褐色土 30~50mmH LB含 30Illn暗色LB多含 固締 てあると考えられた。
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掘立柱建物跡

古代以降の掘立柱建物跡は、 3棟検出てきた。

この中て‘‘、第1号掘立柱建物跡は柱掘り方の中に板

状の石材を持つものて‘‘あった。

他の2棟は、平面図の遺構組み合わせの検討から設

定した。

II区の調査区内には無数のヒ°ットがあった。発掘調

査中に、掘立柱建物跡として確認て‘‘きたのは第1号掘

立柱建物跡のみてあった。更に掘立柱建物跡が見いだ

されると考えられる。

第1号掘立柱建物跡（第64図）

第1号掘立柱建物跡は、 0-21グリッドから検出し

た。

建物跡は、北西側て‘‘はSK-13と北東側て‘‘はSK-

59と重複していた。

規模は、桁行き 1間X梁行き 1間て‘‘、軸方位はN-

43°-wて‘あった。

P2、P3、P4からは、底面からやや浮いて板状

の片岩が検出てきた。

遺構確認面ての観察ては、柱掘り方と他の多数のピ

ットとの間には、覆土の明瞭な違いが認められなかっ

た。

遺物は検出てきなかった。

第64図 第 1号掘立柱建物跡
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第2号掘立柱建物跡（第65図）

第2号掘立柱建物跡は、 N-22グリッドから検出し

た。

建物跡は、北側て‘はSK-48、50、22と、西側て‘‘は

SK-23と重複していた。

P2に該当するピットはSK-22によって、 P6に

該当するピットはSK-32によって、それぞれ攪乱さ

れており、検出てきなかった。

規模は、桁行き 2間x梁行き 2間て‘‘、軸方位はN-

20°-Eてあった。

各柱掘り方の平面形態は、方形に近いもの (P3、

P4、P5、P8)と、円形に近いもの (P1、p7) 

等があった。

柱掘り方の深さは、 30c頑尉変てあった。

他のピットと、覆土に違いは認められなかった。

第65図 第2号掘立柱建物跡
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第3号掘立柱建物跡（第66図）

第3号掘立柱建物跡は、 0-22グリッドから検出し

た。

建物跡は、北側て‘はSK-45、43と、東側て‘‘はSJ-

3、SK-40、56、70と、南側て‘‘はSK-66、52と、中

央付近ては、 SD-1と重複していた。

Plに該当するピットは、 SK-45によって、 P2に

該当するヒ°ットは、 SK-43によって、 P4に該当する

ピットは、 SK-56によって、 P5に該当するピット

は、 SK-70によって、それぞれ攪乱されていた。

規模は、桁行き 3間X梁行き 2間て‘‘、軸方位はN-

18°-Eて‘‘あった。

各柱掘り方の平面形態は、 P6とP8の底面形態が

方形て‘、 P3、P7、P9、PlOが円形て‘‘あった。

柱掘り方の深さは、 40~50c面野変て‘あった。

確認面て‘の観察て‘は、第3号掘立柱建物跡の柱掘り

方と、他の多数のピットとの間に覆上の明瞭な違いは

認められなかった。

遺物は検出て‘‘きなかった。

他の遺構との新旧関係は不明瞭て‘‘あった。

第66図 第3号堀立柱建物跡
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火葬墓

火葬墓と考えられる遺構は 1基検出て‘‘きた。

第 1号火葬墓（第67図）

第1号火葬墓は、 N-22グリッドを中心として検出

した。

遺構の確認当初は長軸が直行して重複した2基の土

壊て‘‘あると考えていたが、調査の進展にともなっで燃

焼部と煙道よりなる荼毘を兼ねた火葬墓て‘あると考え

られるに至った。

平面形態は、長軸1.7m、短軸lm、深さ70c涌到変の

隅丸方形の土塘の長軸並行方向の壁を掘り抜いて煙道

が作られ、この煙道は、地表面て‘‘は、長軸1.4m、短軸

60cmの長方形の土壊となっていた。

底面及び側面は明瞭て‘‘、覆土の状況は埋め戻しの様

相を呈していた。

覆土には灰と骨粉を含み、更に金属片が検出てきた。

第 1号火葬墓出土遺物（第68図）

第1号火葬墓出土の遺物は、二者に大別された。

一つは鉄製のものてあった。

1 ~14は鉄製の釘て‘ヽ、四角い頭部を持ち、断面形態

も方形て‘‘あった。

吋 侭恙惑芯怠 叫

<I 
p 

oI 

これらの中て‘‘、 2、4、

6、8、9、10、12、13

は、錆の進行にも関わらず、

遺存状態がやや良好て‘‘、釘

の頭から先端付近まてが遺

存していた。

また、 1、3、5、7は

錆の進行によって、頭部が

欠落していた。

更に11、14ては、錆の進

行によって、先端部が欠落

していた。

15は、鉄製の鎚状の金具

てあった。

これらの怠先製の釘と鎚は、

2m やや大きく、厚い木製の箱
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に打ち込まれたものてあると考えられる。

もう一つは銅製のものてあった。

16、17は銅製の金具て‘‘、小型木製の箱の開閉部に付

けられた金具てあると考えられる。18も同様に飾り金

具て｀あると考えられる。

19~30は、小型木製の箱の止め金具てあると考えら

れる。

これらの中て‘‘、 26、29、30は、片端がゆるやかな弧

を描きながら、 90度曲がっていた。また、 19、

23~26、29、30には、各金具の末端に長方形の釘穴が

あけられていた。さらに、 23~26、29、30には、金具

の末端に、 3段程度の階段状の処理が認められた。

以上の金属製品については、前者の鉄製釘、鉄製鎚

からは、棺の金具が想定され、後者の銅製の飾り金具、第［□9： ：土

第67図第 1号火葬墓
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止め金具からは、副葬品の小型の箱が想定される。

ただし棺の大きさは、火葬墓跡の土城の長軸の長さ

から考えて、成人とは考えがたい。

なお、図示したもの以外にも、火葬時に熔解し、後

に凝固したような、多孔質の金属残滓が検出てきた。

第68図 第 1号火葬墓出土遺物

2 茶色 土
3 黒茶色土

4 黒茶色土

5 黒茶色土

6 黒灰色土

7 黒茶色土

` 60,町Do-cb-~ 
0 0 17 ~ 18 

二 z
 

~ I 19 

こロロニI 20 ij ~ 2, I 22 
| 

J
 

乙一

均— w層主体 1 ~10lillilL未風化多少含
2~3mmR未風化微含 2~5mmC未風化少含
5~20mm白色粘士Bやや風化少含
均ー 1層に同 黒色土多少含
均— W層主体 1 ~3mmLやや風化多少含
2~lOmmRやや風化少含 l~3lillilC末風化多少含
やや不均― w層主体 1~20lilnL未風化多含
2~5mmR未風化少含 1~10lillllC末風化多少含
やや不均ー 2層に同 ややL少含
不均— w層主体 1 ~5IlllilL未風化多少含
1~3mmR末風化多少含 2~5Illlilc未風化多少含
不均— w層主体 5~10lilmL未風化多少含
1 ~3mmR末風化微含 2~50mnC末風化多含

_, 0,― 

0 7 
25 

□l15 

↑ 

！ 
こ

I 27 

圧

！ 
こニニニコ
I 28 

。フ

29 

ー

□＼
圧 。ニ

a 

゜23 
26 30 

ご。 。フ
24 

＇＇ 5cm 

-53-


	埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第169集　菅原遺跡　県道中瀬普済寺線建設関係埋蔵文化財調査報告1 9 9 6
	口絵
	序
	例言
	凡例
	目次
	表目次
	挿図目次
	写真目次
	Ⅰ発掘調査の概要
	1. 調査に至る経過
	2. 発掘調査・報告書作成の経過
	3. 発掘調査・整理・報告書作成の組織

	Ⅱ立地と環境
	Ill 遺跡の概要
	IV 遺構と遺物
	第l区の概要
	第II 区の概要




